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大分医科大学　名誉教授 内田 雄三

日本創傷治癒学会理事、大分大学

医学部附属地域医療学センター（外

科分野）准教授 ・ 同大学附属病院消

化 器外科 准教 授　野口 剛 先生のご

逝去にあたり、謹んで先生のご業績を

讃え、心から哀悼の意を表します。

私の長年に亘る相棒で戦友、そして

息子同然でありました野口 剛君は２０

１５年３月１１日、大分県厚生連鶴見病

院 の 病 室に おいて、ご家 族、私ど も

同僚に見守られながら、５５年の生涯

を静かに閉じられました。検査で病態

を初めて指摘されてからわずか８か月足らずの結末でありました。彼の呼

吸が停止し、心電図が f lat になってからもなお、私は聴診器を彼の胸から

離すことが出来ませんでした。このように自分の眼で、自分の耳で直接彼の

最期を確認していながら、私は未だに彼の死を受容することが出来ない状

態です。

野口君は１９８５年３月、大分医科大学を第２期生として卒業されました。

直に第２外科に入局し、籍を置いたまま大学院（生理系専攻）に進学され、

リンパ管の超微細構造に関する研究に従事されました。その成果は論文　

The Dist r ibut ion and St r uctu re o f  the Lymphat ic System i n Dog 

Atrioventricular Valves.  Arch. Histol.Cytol. 51(4) ; 361 ‐ 370, 1988. とし

て報告され、大学院を修了し、医学博士の学位を取得されました。

第２外科においては、大学病院ならびに関連病院において、心臓血管

外科、呼吸器外科、消化器外科と外科全領域にわたって研修した後、第２

外科助手に就任されました。その後、１９９７年７月から２年間、ドイツ連邦共

和国 Düsseldorf 大学医学部病理学教室（Prof.Gabbert,HE）に留学し、胃

癌の分子病理学的研究に従事され、その成果を論文で報告されました。

Microsate l l i te  i n s tab i l i t y  i n  ga s t r ic  ca ncer  :  c o r r e l a t i on  w i t h  

cl in icopathelog ic parameters and prognosis.　Progress in Gastr ic 

Cancer Research : 491 ‐ 495, Monduzzi Editore, Italy, 1997.　帰 国 後 は

第２外科助教授として、私とともに食道外科、胃外科の診療と教育に専念さ

れました。彼が主として力を注いだのが食道癌手術における合理的な２期
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分割３領域郭清、噴門側胃切除後再建術としての

逆流防止弁付き二重空腸嚢間置術などであり、何

れも新しい分野を開拓するものでありました。また

彼は優れた手術手技の持ち主であり、彼が行った

食道再建術では、術後の縫合不全はゼロという驚く

べき成績を残されました。

私が退官して間もなく第１外科に移籍され、北野

正剛教授（現 ・ 大分大学長）のもとで、２０１０年から

は白石憲男教授のもとで、食道外科の診療、研究

に、また地域医療発展のために貢献されました。

日本創傷治癒学会に関しましては、１９９８年、私

が第２８回研究会（大分市）の当番世話人を務めま

した折に事務局担当の1人として、また２０１３年、北

野正剛学長が第４３回日本創傷治癒学会（別府

市）を主催された折の事務局責任者として、その任

務を立派に果たされました。

日常生活においては、堂々たる体格で、“健康と

元気”の象徴そのものの印象でありました。仕事に

対しても、人生の夢を語る時にも彼は常に熱い心

の持ち主であり、若い後輩の面倒見が良く、教室員

にとって常に良き“兄貴”でありました。学内外、県内

外を問わず大勢の方々と親交があり、葬儀の折に

は遠方からも大勢の方々にご会葬いただきました。

体調の異常に気付き、検査の結果診断が確定

してからわずか８か月という信じ難い経過でありま

した。私達も驚きましたが、彼自身が一番悩み、苦

しんだことと思います。しかし彼はそれを表に出さ

ず、従容として自分の宿命を受容しているように見え

ました。化学療法の合間を縫うように寸暇を惜しん

で診療に、そして後輩の手術の指導に専念し、学

会にも出席していました。このような“覚悟”に徹した

古武士にも似た彼の生き方に周囲の人達は深い

感動を覚えました。このような彼の外科医として、ま

た教育者としての精神は、必ずや若い後輩たちに

よって引き継がれ、語り継がれてゆくものと信じてい

ます。

彼の想い出は私の人生そのものであり、到底語り

つくせるものではありません。天はなぜこの時点で

彼の人生に終止符を打ったのか ・ ・ ・ ・ 。唯々茫然

自失の状態で、今の私には彼の死を悲しむことしか
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故　野口 剛 先生を囲んで(左から２人目）。
2014年3月11日(奇しくもご逝去の正に1年前)、第213回大分県外科医会例
会(大分県医師会館)ならびに同懇親会終了後、街の居酒屋「さか田」で２次会の
最中。意気軒昂、元気溌剌。　



慶應義塾大学形成外科 荒牧 典子

事務局幹事就任のご挨拶

平成 26 年 4月より慶應義塾大学外科教室より形

成外科学教室へ事務局が移転となり、事務局幹事

を担当させて頂くことになりました。私のような若輩

者が、伝統ある本学会の事務局幹事を務めさせて

頂くことに恐縮しておりますが、岡田理事長や秘書

の稲見さんとともに、会のスムーズかつ活発な運営

のお手伝いをさせて頂きたいと思っております。

私は、形成外科医として日常診療から皮膚の創

傷治癒に興味を持っておりました。本格的に研究

に従事するようになったのは大学院入学後で、院

生時代の 2006 年に本学会に初めて参加しました。

それまで臨床 ・ 基礎系含めいくつかの学会に参加

したことはありましたが、様々な科、分野の発表を

聞き、新鮮な発見や感動を覚えたことを思い出し

ま す。大 学 院 で は、岡田 保 典 先 生の 研 究 室 で

MMP(matrix metalloproteinase) と 皮 膚 の 創 傷 治

癒の研究に従事し、研究の面白さや臨床における

重要性を実感することができました。またご指導の

お陰で当学会の第 39 回研究奨励賞を受賞し、大

変光栄に感じ、更なる研究への励みとなりました。

現在は、臨床への応用につなげるため、引き続き細

胞外マトリックスやメタロプロテアーゼと創傷治癒の

できません。彼からの最後の音信は３月３日消印の

１枚の絵ハガキでした。彼が高校時代に旅行先で

買ったという大切な宝物の１枚でありました。その

内容は「３月には会いたい」こと、そして「先生の期待

に副えないのが悲しいです」の一行で終わっていま

した。

会員の皆様方には、彼の生前に賜りました ご指

導、ご厚情に対して心より厚くお礼申し上げます。

また彼が残しました若い後輩達、彼の生命そのも

のでありました大分大学医学部の食道外科に対

し、これまで同様にご指導を賜りますよう、故　野口 

剛君に代わりまして伏してお願い申し上げます。

２０１５年３月３１日
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研究を行い、ケロイドなどの臨床疾患との関連 ・ 原

因の究明を目指しています。

数々の学会がある中で、職種を越え、科を越え、

これほどまでに広く会員が行き渡っている歴史ある

学会は少ないかと思います。研究も、長く続ければ

続けるほどそれぞれの専門に偏ってしまいがちで

すが、本学会は、普段は触れづらい別の分野から

の視点の発表を聞き学ぶことができ、広い知識や

研究への新しいアイデアが浮かぶ機会が得られる

素晴らしい場であると感じています。私自身も、今後

学会から多くを学び、更に成長して行きたいと思っ

ております。企業の賛助会員の減少などから会費収

入減による財政面への問題点はありますが、昨年

度も学会の演題発表や活発な質疑応答などを拝

聴し、本学会の素晴らしさや当分野の発展の可能

性を再確認しております。引き続き会員の皆様の学

会へのご支援を宜しくお願い致します。
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